
■開園時間　直売所  9 時～ 19 時
（ 10 月から 3 月は 18 時まで） 
新館 　9 時～ 18 時 
味処いっぷく （食事）11 時～ 15
時　（喫茶）11 時～ 18 時 
花植木コーナー  9 時～ 17 時分（ 
10 月から 3 月は 16 時 30 分まで）
■休館日　12 月 31 日～ 1 月 3 日 
■駐車場　駐車場 普通車 39 台
/ 大型車 5 台 / 身体障害者用 1 台 
問い合わせ　道の駅くりもと「紅
小町の郷」℡ (70)5151

施 設 の 案 内

近くへ
行きたい

　

近
く
な
の
に
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が

な
い
。
そ
ん
な
市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
近
く
へ
行
き

た
い
」。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
道
の
駅
く

り
も
と
「
紅
小
町
の
郷
」
で
す
。
地

元
の
新
鮮
な
野
菜
や
農
産
物
の
販
売

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
産
の
食
材
で
作

る
料
理
が
食
べ
ら
れ
た
り
、
収
穫
体

験
が
で
き
た
り
、
自
然
と
触
れ
合
い

な
が
ら
一
日
を
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る

注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

自然が微笑む郷
道の駅くりもと

オープン4周年記念祭
〜旬の野菜を袋につめ放題〜注目

　道の駅くりもとが、オープンして今年で 4 年。こ
れを記念してオープン 4 周年記念祭が 8 月 6 日㈰に
開催されます。
　この日の道の駅は各種模擬店が軒を連ねる縁日に変
わります。また、楽しくお得なイベントも盛りだくさ
んです。

▲

模擬店コーナー
縁日でおなじみの模擬店が
軒を連ねます。▲

生産者特売コーナー
梨・ぶどうなど旬の生産物
を販売。このほか栗源産豚
肉の焼肉の試食があります。

▲

味処「いっぷく」
ライス、味噌汁のお代わりが自由に。夏の味覚流しそ
うめんも実施。▲

ふれあい農園
トウモロコシ狩りや枝豆縛り放題

（70cm のひもで何本縛れるかな）▲

そのほかのイベント
ザリガニ釣り大会 / ニジマス釣り
大会 / 魚つかみ取り大会 / 野菜の
袋つめ放題（旬の野菜をつめ放題）

▲右：やわらかジューシーな栗源産豚肉を使用した店
で 1 番人気のとんかつ定食　左：栗源特産巨峰を使っ
た巨峰ソフトクリーム

▲新鮮な野菜が並ぶ直売所

▲リニューアルしたニジマス
池。釣った魚を焼いて食べる
ことができます
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▲オープン 3 周年記念祭の様子

　

道
の
駅
く
り
も
と
は
、
地
域
資

源
で
あ
る
農
業
と
そ
れ
を
営
む
住

民
を
活
か
し
て
、
都
市
部
と
の
交

流
に
よ
り
農
業
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
14
年
8
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
直
売
所
に

は
新
鮮
な
地
元
農
産
物
が
並
び
、

遠
く
か
ら
こ
れ
を
目
当
て
に
来
る

常
連
客
も
多
く
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
香
り
い
っ
ぱ
い
の
観
光
情
報

発
信
拠
点
。
ま
す
ま
す
注
目
の
場

所
で
す
。

直
売
所

　

朝
ど
り
の
新
鮮
な
野
菜
や
ブ
ド

ウ
・
梨
・
イ
チ
ゴ
な
ど
の
果
実
、

栗
源
産
豚
肉
、
加
工
品
な
ど
を
地

元
の
農
家
が
直
接
持
ち
込
ん
で
い

る
の
で
安
全
と
新
鮮
さ
は
折
り
紙

付
き
で
す
。

味
処
﹁
い
っ
ぷ
く
﹂

　

地
元
の
主
婦
が
、
地
元
産
の
食

材
で
作
る
料
理
が
特
徴
。
旬
の
新

鮮
な
野
菜
や
お
い
し
い
と
評
判
の

栗
源
産
豚
肉
は
、店
の
自
慢
で
す
。

収
穫
体
験

　

自
分
の
手
で
収
穫
し
た
も
の
を

食
べ
る
と
一
層
お
い
し
く
感
じ
る

も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
季
節
の

野
菜
を
自
分
の
手
で
収
穫
で
き
ま

す
。
家
族
、
職
場
、
学
校
な
ど
、

み
ん
な
で
収
穫
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

︻
こ
れ
か
ら
収
穫
で
き
る
作
物
︼

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー　

8
月
中
旬
ご
ろ

ま
で
／
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
枝
豆　

8
月
上
旬
か
ら
／
落
花
生
・
サ
ツ

マ
イ
モ　

9
月
上
旬
か
ら

ふ
れ
あ
い
農
園

　

種
ま
き
、
苗
の
植
え
付
け
か
ら

収
穫
ま
で
の
手
順
、
中
間
の
管
理

方
法
な
ど
、
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

里
山
公
園

　

芝
生
広
場
に
は
、
す
べ
り
台
な

ど
の
遊
具
を
設
置
。
土
・
日
・
祝

日
に
は
栗
源
産
豚
肉
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。
散
策
道

を
下
れ
ば
、
ザ
リ

ガ
ニ
池
や
ニ
ジ
マ

ス
池
、
カ
ニ
の
養

殖
場
、
カ
ブ
ト
虫

園
が
あ
り
ま
す
。

　

ザ
リ
ガ
ニ
や
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
を

楽
し
め
る
ほ
か
、
カ
ブ
ト
虫
で
遊

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

体
験
農
園
施
設

　

農
園
に
隣
接
す
る
木
造
の
建

物
。
手
洗
い
場
や
休
憩
室
、
農
具

な
ど
、
農
園
利
用
者
に
は
う
れ
し

い
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

花
・
植
木
コ
ー
ナ
ー

　

地
元
で
作
っ
た
種
苗
や
花
、
植

木
、
盆
栽
。
季
節
の
香
り
が
し
ま

す
。
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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

■開館時間　直売所  9 時～ 19 時
（ 10 月から 3 月は 18 時まで） 
新館 　9 時～ 18 時 
味処いっぷく （食事）11 時～ 15
時　（喫茶）11 時～ 18 時 
花植木コーナー  9 時～ 17 時

（ 10月から3月は16時30分まで）
■休館日　12 月 31 日～ 1 月 3 日 
■駐車場　普通車 81 台 / 大型車 
15 台 / 身体障害者用 1 台 
問い合わせ　道の駅くりもと「紅
小町の郷」☎ (70)5151



広報 �2006年（平成 18年）8月 1日

■激変緩和措置に伴う保険料額

　

乳
幼
児
医
療
の
助
成
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
3
歳
児
か
ら
就
学
前

児
の
入
院
の
場
合
、
入
院
7

日
以
上
継
続
の
み
対
象
で
し

た
が
、
8
月
1
日
の
制
度
改

正
に
よ
り
入
院
が
1
日
か
ら

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
場
合
、

乳
幼
児
医
療
助
成
の
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。　
　
　

問
い
合
わ
せ

　

児
童
生
活
支
援
課

☎
(50)
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課 

☎
(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課 

☎
(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課 

☎
(75)
3
0
0
0

■
特
別
徴
収
の

仮
徴
収
と
本
徴
収
の
イ
メ
ー
ジ

入
院
が
1
日
か
ら
対
象
に

乳
幼
児
医
療
の
助
成
制
度

︻
給
付
基
準
︼

平成 18 年度平成 17 年度

4 月2 月 6 月 8 月

平成 19 年度

基準額× 0.66

基準額× 0.66

基準額× 0.83

基準額× 0.75

基準額× 0.75

基準額× 0.91

基準額×1.08

21300 円

21300 円

26800 円

24300 円

24300 円

29400 円

34900 円

自立した生活を送る
ことができるよう、
社会全体で支える
介護保険制度へ

基
準
額
は

年
額
3
2
4
0
0
円

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成

20
年
度
ま
で
保
険
料
（
65

歳
以
上
の
人
）
の
基
準
額
は

年
額
3
2
4
0
0
円
（
月
額

2
7
0
0
円
）と
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
は
3
年
に
1
度
見

直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
見
直
し
は
、
高

齢
者
人
口
の
増
加
に
よ
る
要
介

護
認
定
者
な
ど
の
増
加
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
加
を
考
慮

し
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
18
年
度
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
や
平
成

17
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
る
影

響
を
受
け
保
険
料
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

保
険
料
の主

な
改
正
点

◎
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る

費
用
に
地
域
支
援
事
業
費
（
介

護
予
防
事
業
な
ど
）
が
加
わ
り

ま
し
た
。

◎
65
歳
以
上
の
人
の
費
用
に
対

す
る
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
（
18
％
↓
19
％
）。

◎
少
額
所
得
者
の
負
担
能
力
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、

保
険
料
段
階
が
5
段
階
か
ら
6

段
階
に
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
税
制
改
正
の
影

響
に
よ
り
保
険
料
段
階
が
上
が

る
人
は
、
激
変
緩
和
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

◎
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
が
新

た
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
の
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
改
正

は
介
護
予
防
を
重
視
し
た
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必

要
と
な
っ
た
人
が
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護

保
険
制
度
に
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

保
険
料
は
「
基
準
額
」
を
基

に
所
得
段
階
に
応
じ
て
1
年

間
の
保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
ま

す
。激

変
緩
和
措
置

　

今
回
の
保
険
料
は
、
平
成
17

年
度
税
制
改
正
に
よ
り
保
険
料

段
階
が
大
き
く
上
が
る
人
に
対

し
「
激
変
緩
和
措
置
」
が
と
ら

れ
、
平
成
18
・
19
年
度
の
間
、

負
担
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

激
変
緩
和
措
置
と
は
⋮

　

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額

（
65
歳
以
上
の
う
ち
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
1
2
5
万
円
以

下
の
場
合
の
個
人
の
非
課
税
措

置
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
応
し
て
、
今
回

の
税
制
改
正
に
よ
り
所
得
段
階

が
上
が
る
人
に
対
し
て
急
激
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
平
成

18
・
19
年
度
の
保
険
料
を
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
措
置
が
実
施

さ
れ
ま
す
（
平
成
17
年
1
月
1

日
現
在
で
65
歳
に
達
し
た
人
が

対
象
）。

保
険
料
の
納
め
方

○
特
別
徴
収

　

年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上

あ
る
人
は
、
年
6
回
の
年
金
支

給
時
に
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
4
・
6
・
8
月

は
仮
徴
収
額
を
徴
収
し
、
10
月

以
降
の
本
徴
収
で
保
険
料
額
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

・
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年

金
は
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
・

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
で
、
老

齢
福
祉
年
金
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

・
平
成
18
年
度
の
4
月
か
ら
8

月
ま
で
の
保
険
料
は
、
左
図
の

よ
う
に
前
年
度
2
月
分
の
保
険

料
と
同
額
の
保
険
料
を
仮
徴
収

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
10
月
以

降
の
保
険
料
額
が
大
き
く
変
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収

　

年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満

の
人
は
納
付
書
や
口
座
振
替
に

よ
り
個
別
に
納
め
ま
す
。
原
則

と
し
て
、
4
月
か
ら
1
月
ま
で

の
各
月
の
月
末
が
納
期
と
な
り

ま
す
（
た
だ
し
、
12
月
の
み
28

日
㈭
で
す
）。

・
老
齢
（
退
職
）
年
金
・
遺
族

年
金
・
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
な
い
人
や
老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
を
含
み
ま

す
。

・
特
別
徴
収
と
な
る
人
で
も
、

一
時
的
に
普
通
徴
収
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
65
歳
に
な
っ

た
と
き
や
年
金
が
一
時
給
付
停

止
状
態
に
な
っ
た
と
き
な
ど
）。

※
平
成
18
年
度
の
保
険
料
額
の

通
知
は
8
月
中
旬
の
発
送
を
予

定
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
推
進
課
☎
(50)
1
2
0
8

　

健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

あ
な
た
の

介
護
保
険
料
は
？

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

10 月 12 月 2 月 4 月

【行政情報】

所得段階区分

年間保険料額

第１段階
基準額×0.5

第２段階
基準額×0.5

第３段階
基準額×0.75

第４段階
基準額×1.0

第５段階
基準額×1.25 基準額×1.5

16,200円 16,200円 24,300円 32,400円 40,500円 48,600円

ここからスタート

※合計所得金額…収入金額から必要経費に相当する金額 ( 収入の種類により計算方法が異なります ) を控除した金額で扶養
　　　　　　　　控除や医療控除などの所得控除をする前の金額です。
※課税年金収入額…課税の対象となる年金収入額です。

仮徴収
（前年度の 2 月と同額）

　　　 本徴収
（年間保険料から仮徴収額を差し引いて分割）

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

世帯に住民税を納めて
いる人がいる

前年の合計所得金額が
200 万円以上ある

住民税を納めている生活保護を受けている

前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が 80 万円以下である

給付対象 自己負担額（医療機関窓口での受診者負担）

年齢 入院 通院 住民税（所得割 ) 課税世帯 住民税（所得割 ) 非課税世帯

通院 1 回につき 200 円
入院 1日につき 200 円

入院 1日につき 200 円

0 歳児
1歳児
2 歳児
3 歳児
4 歳児
5 歳児

6 歳児～就学前

1日以上
1日以上
1日以上
1日以上
1日以上
1日以上
1日以上

1日から
1日から
1日から

無料

所得
段階

対象者
（平成 17 年 1月1日現在で 65 歳に達した人）

平成 18 年度

税政改正に伴い
第 1段階から第 4 段階へ変わる人

税政改正に伴い
第 2 段階から第 4 段階へ変わる人

税政改正に伴い
第 3 段階から第 4 段階へ変わる人

税政改正に伴い
第 1段階から第 5 段階へ変わる人

税政改正に伴い
第 2 段階から第 5 段階へ変わる人

税政改正に伴い
第 3 段階から第 5 段階へ変わる人

税政改正に伴い
第 4 段階から第 5 段階へ変わる人

第
4
段
階

第
5
段
階

保険料率 金額

基準額× 0.83

基準額× 0.83

基準額× 0.91

基準額×1.00

基準額×1.00

基準額×1.08

基準額×1.16

26800 円

26800 円

29400 円

32400 円

32400 円

34900 円

37500 円

平成 19 年度

保険料率 金額

老齢福祉年金を
受給している

はい

はい

はい

はい はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ はい

第６段階
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従六位瑞宝双光章

　故大照堯弘さんと故香取義方さんが叙位・叙勲を
受けられましたので紹介します。

叙位・叙勲
（五十音順で掲載）

日
と
な
り
、
平
成
15
年
4
月
1

日
現
在
手
当
を
受
け
て
い
た
人

は
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
さ
れ
る
額
は
、
今
後
の

法
改
正
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
資
格
の
認
定
請

求
し
た
日
に
お
い
て
、
3
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
場

合
に
は
、
児
童
が
3
歳
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経

過
し
た
と
き
に
減
額
措
置
が
適

用
さ
れ
る
な
ど
の
例
外
が
あ
り

ま
す
。

申
請
手
続
き

　

手
当
を
受
け
る
に
は
、
各
区

事
務
所
担
当
課
で
次
の
書
類
を

添
え
て
請
求
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
市
長
の
認
定
を
受
け

た
後
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

必
要
な
書
類

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本
（
外
国
人
は
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

○
請
求
者
と
対
象
児
童
を
含
む

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
続
柄
・
本
籍
が
分
か
る
も
の
）

○
請
求
者
の
所
得
証
明
書
（
請

求
年
の
1
月
1
日
の
住
所
地
の

所
得
証
明
書
。
な
お
、
6
月
末

日
ま
で
の
請
求
の
場
合
は
前
々

年
の
所
得
証
明
書
）

※
そ
の
他
の
必
要
書
類
は
窓
口

で
説
明
し
ま
す

現
況
届

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
所
得
や
世
帯
の
状
況

を
確
認
し
ま
す
の
で「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

証
書
（
全
部

支
給
停
止
を
除
く
）、
印
鑑
、

住
民
票
（
世
帯
全
員
）、
養
育

費
に
関
す
る
申
告
書
な
ど

手
続
き　

8
月
1
日
㈫
か
ら
31

日
㈭
ま
で
の
各
区
事
務
所
担
当

課
が
指
定
す
る
期
間
（
受
給
資

格
者
に
は
各
区
よ
り
通
知
し
ま

す
）

　

な
お
、
期
間
内
に
届
け
出
を

し
な
い
と
受
給
が
遅
れ
る
こ
と

目
的
と
趣
旨

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
子

家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
、
児
童
の
心
身
の
健

や
か
な
成
長
に
役
立
て
る
こ
と

に
用
い
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
支
給
を
受
け

て
い
る
母
な
ど
は
、
自
ら
進
ん

で
自
立
を
図
り
家
庭
の
生
活
の

安
定
と
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

手
当
の
額

　

児
童
1
人
の
場
合
は
、
全
部

支
給
で
月
額
4
万
1
7
2
0

円
。
一
部
支
給
は
所
得
な
ど
に

応
じ
て
月
額
4
万
1
7
1
0
円

か
ら
9
8
5
0
円
ま
で
10
円

刻
み
（
児
童
が
2
人
以
上
の
場

合
、
第
2
子
は
5
0
0
0
円
加

算
、
第
3
子
以
降
は
1
人
に
つ

き
3
0
0
0
円
加
算
）。

　

な
お
、
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
全
部
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

手
当
の
減
額

　

平
成
15
年
の
法
改
正
に
よ
り

「
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
起

算
し
て
5
年
」
と
「
支
給
要
件

（
離
婚
な
ど
）
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日

か
ら
7
年
」
の
い
ず
れ
か
早
い

日
の
属
す
る
月
か
ら
手
当
を
減

額
し
ま
す
。

　

平
成
15
年
4
月
1
日
が
起
算

香
取
市
玉
造
16
‐
49　

佐
原
文

化
協
会　

篠
塚
礼
子

◇
芸
能
発
表
会

発
表
会
の
日
程

〈
佐
原
文
化
会
館
〉

新
舞
踊
会　
　

11
月
1
日
㈬

民
謡
会　
　
　

11
月
2
日
㈭　

音
楽
会　
　
　

11
月
3
日
㈷　

吟
剣
詩
舞
会　

11
月
4
日
㈯　

古
典
舞
踊
会　

11
月
5
日
㈰　

〈
佐
原
中
央
公
民
館
〉

謡
曲
会　
　
　

11
月
4
日
㈯

※
作
品
の
規
格
な
ど
詳
細
は　

生
涯
学
習
推
進
課
、
佐
原
中
央

公
民
館
な
ど
で
配
布
し
て
い
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
推
進
課
内
香
取
市

佐
原
文
化
協
会
事
務
局

☎
(50)
1
2
2
3

小
見
川
文
化
祭︽
小
見
川
区
︾

期
間　

11
月
3
日
㈷
〜
5
日
㈰

展
示
場
所　

小
見
川
文
化
会

館
・
小
見
川
プ
ラ
ザ

申
込
期
間　

9
月
4
日
㈪
〜
29

日
㈮

※
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す

問
い
合
わ
せ　
　

生
涯
学
習
課

　

☎
(80)
1
1
0
0

山
田
文
化
祭
︽
山
田
区
︾

期
間　

11
月
2
日
㈭
〜
3
日
㈷

展
示
場
所　

山
田
公
民
館

※
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す

問
い
合
わ
せ　
　

教
育
課
生
涯

学
習
班　

☎
(78)
4
4
3
1

　

佐
原
区
、
小
見
川
区
、
山
田

区
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
作
品
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。
芸
術
の
秋
、
あ
な

た
も
文
化
祭
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
詳
細
は
、
各
区
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
次
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

佐
原
文
化
祭
︽
佐
原
区
︾

■
期
間　

11
月
1
日
㈬
〜
5
日

㈰■
応
募
資
格

　

16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
者
（
文
化
会
館
出
演
者
は
保

護
者
同
伴
の
う
え
15
歳
以
下
の

出
演
も
認
め
ま
す
）。

※
参
加
者
は
、
文
化
協
会
の
会

員
と
し
て
年
会
費
1
0
0
0
円

を
各
部
担
当
に
納
入
し
て
く
だ

さ
い

■
申
し
込
み

　

美
術
展
は
9
月
24
日
㈰
の
9

時
か
ら
正
午
ま
で
佐
原
中
央
公

　

6
月
定
例
市
議
会
に
お
い

て
、
助
役
に
伊
藤
芳
樹
氏
の

選
任
を
求
め
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
賛
成
多

数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
令
は
7
月
12
日
、
任
期

は
4
年
と
な
り
ま
す
。

新
助
役
に
伊い

と

う

よ

し

き

藤
芳
樹
氏

　昭和 22 年教諭として奉職。佐原
市立神南小学校長、第二中学校長な
どを歴任。35 年間にわたり、学校
教育の推進、視聴覚教育・特殊教育
の振興発展などに多大な貢献をされ
ました。

　昭和 26 年に府馬保育園を設立。
以来園長として長年地域の児童福
祉向上に大きく寄与されました。ま
た、保護司を 38 年間、民生委員児
童委員を 25 年間務めるなどさまざ
まな社会福祉の分野で活躍されま
した。

故香取義
よしかた

方さん ( 香取 )

故大
おおてる

照堯
ぎょうこう

弘さん（府馬）

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

2
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
時
効
に
よ
り
手
当
を
受
け

る
権
利
を
失
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
を
失
っ
て
い
る

の
に
届
け
出
を
し
な
い
場
合
や

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
届
け

出
を
し
な
い
場
合
は
2
年
の
時

効
前
に
手
当
を
受
け
る
権
利
を

失
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
実
と
反
し
て
、
不

正
に
受
給
し
た
場
合
は
、
罰
則

規
定
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

児
童
生
活
支
援
課

☎
(50)
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

民
館
で
受
付
。

※
申
し
込
み
時
に
文
化
協
会
会

費
の
納
入
も
可
能

　

芸
術
部
門
（
佐
原
文
学
・
芸

能
発
表
会
）
は
8
月
31
日
㈭
ま

で
に
申
込
書
記
入
の
上
、　

生

涯
学
習
推
進
課
で
受
付
。

◇
美
術
展

期
間　

11
月
1
日
㈬
〜
5
日
㈰

場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

募
集
部
門　

絵
画
・
書
道
・
写

真
・
技
芸
・
工
芸
・
造
景
美
術

◇
佐
原
文
学

発
行　

11
月
1
日
㈬

規
格　

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

を
使
用
し
、
本
文
の
前
に
題
名

と
名
前
、
末
尾
に
住
所
と
電
話

番
号
を
記
入
。

▼
創
作
…
5
枚
以
内
▼
随
筆
…

3
枚
以
内
▼
短
歌
…
10
首
以
内

▼
俳
句
…
10
句
以
内
▼
評
論
…

3
枚
以
内
▼
詩
…
1
篇
20
行
以

内※
掲
載
料
と
し
て
1
分
野
に
つ

き
1
0
0
0
円
が
必
要
で
す

送
付
先　

〒
2
8
7
‐
0
0
4
1

【行政情報】

芸
術
の　

を

楽
し
も
う

生活安定と

自立促進の
ために

母子家庭などの

児童扶養手当制度
︻
略
歴
︼

昭
和
61
年  

白
井
町
へ
派
遣
（
総
務
課
長
）

平
成
4
年  

県
衛
生
部
県
立
医
療
施
設
課

平
成
10
年  

県
総
務
部
消
防
防
災
課
長
補
佐

平
成
11
年  

県
都
市
部
計
画
課
長
補
佐

平
成
12
年  

県
企
業
庁
管
理
部
財
務
企
画
課
主
幹

平
成
13
年  

県
総
務
部
財
政
課
主
幹

平
成
16
年  

県
総
務
部
消
防
地
震
防
災
課
危
機
管
理
室
長

平
成
17
年  

県
総
務
部
管
財
課
長
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第 54 回水郷佐原花火大会

　水郷佐原の夏を彩る「水郷佐原花火大会」が 8月
16 日㈬に佐原河川敷緑地で開催されます。色とりど
りの尺玉やスターマインなど約 3000 発が夜空を鮮や
かに彩ります。
　また、恒例となった「あなたの記念花火」では、ど
んな記念花火が打ち上げられるのでしょうか。友人、
家族そろってお楽しみください。
■日時　8月 16 日㈬　19 時～
       　（雨天時 17 日㈭、さらに雨天時 19 日㈯）
■場所　佐原河川敷緑地
■交通規制　18 時から 21 時 30 分まで、国道 356 号
から利根川方向への通行禁止（左図のとおり）
■無料駐車場　水郷大橋寄りの利根川河川敷駐車場
（出入りは国道 51 号寄りの道路から）
○ 17 時 30 分～　千葉銀行第 2駐車場・京葉銀行駐
車場・銚子商工信用組合駐車場・佐原信用金庫本店駐
車場・佐原信用金庫北出張所駐車場・コミュニティセ
ンター駐車場・ヴィーナス佐原店跡地・石井工業㈱駐
車場
○ 18 時～　北総県民センター香取事務所駐車場
■ゴミは持ち帰って
　利根川河川敷はみんなのものです。水郷佐原の美し
い自然を守るためにも、ゴミは必ず持ち帰りましょう。
問い合わせ　水郷佐原観光協会内水郷佐原花火大会
　　　　　　実行委員会　　　　　　☎（52）6675
　　　　　　　商工観光振興課　　    ☎（50）1212

花火の夏 
水郷佐原の夏

8/26「
小
江
戸
さ
わ
ら
の
つ
ど
い
」で
お
も
て
な
し

　

江
戸
と
の
舟
運
で
栄
え
、
歴
史
的
文
化
的
に
佐
原

と
共
通
す
る
背
景
を
持
つ
関
東
周
辺
の
ま
ち
に
、
川

越
市
と
栃
木
市
が
あ
り
ま
す
。

　

旧
佐
原
市
・
栃
木
市
・
川
越
市
は
「
小
江
戸
」
と

い
う
共
通
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
、
平
成
8
年
か
ら
山
車
祭

り
・
歴
史
的
町
並
み
・
舟
運
な
ど
を
テ
ー
マ
に
3
市

お
よ
び
東
京
で
毎
年
「
小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
香
取
市
が
当
番
市
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
は
「
小
江
戸
さ
わ
ら
の

つ
ど
い
」
と
題
し
、
本
市
を
訪
れ
る
川
越
・
栃
木
両

市
民
を
温
か
く
も
て
な
す
「
歓
迎
の
つ
ど
い
」
や
各

種
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。「
歓
迎
の
つ
ど
い
」

で
は
、
佐
原
囃
子
の
演
奏
や
香
取
神
宮
の
協
力
に
よ

る
子
ど
も
た
ち
の
田た
ま
い舞
の
披
露
が
あ
り
ま
す
。
ど
な

た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

8
月
26
日
㈯　

10
時
20
分
〜

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

■
内
容　

3
市
の
紹
介
と
舟
運
事
業
担
当
者
に
よ
る

意
見
交
換
・
佐
原
囃
子
や
香
取
神
宮
の
田
舞
の
披
露

■
定
員　

3
0
0
人

問
い
合
わ
せ　
　

商
工
観
光
振
興
課
☎
（50）
1
2
1
2 ▲香取神宮のお田植え祭で披露された田舞

香
取
市
誕
生
記
念

第
110
回
水
郷
お
み
が
わ

花
火
大
会

■
時
間　

19
時
～

（
雨
天
順
延
）

■
場
所　

小
見
川
大

橋
下
流
利
根
川
河
畔

　

夏
を
締
め
く
く
る
﹁
小
見
川
藩

商
人
街
は
ん
な
り
市
﹂
が
8
月
19

日
㈯
に
小
見
川
駅
前
通
り
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

情
緒
漂
う
屋
台
が
通
り
を
埋
め

尽
く
す
会
場
で
は
、﹁
大
道
芸
﹂﹁
小

見
川
中
央
小
子
供
芸
座
﹂﹁
小
見

川
若
鳶と

び

会
﹂
の
演
技
な
ど
た
く
さ

ん
の
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
﹁
小
見
く
じ
抽
選
会
﹂
も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

8
月
19
日
㈯　

15
時
～

21
時

■
場
所　

駅
前
通
り

問
い
合
わ
せ　

小
見
川
商
工
会
内

小
見
川
キ
ラ
キ
ラ
実
行
委
員
会

☎
(82)
3
3
0
7

同
時
開
催

納
涼
盆
踊
り
大
会

　
﹁
は
ん
な
り
市
﹂
と
同
時
開
催

で
﹁
納
涼
盆
踊
り
大
会
﹂
が
行
わ

れ
ま
す
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、

暑
さ
を
忘
れ
て
盆
踊
り
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

た
だ
い
ま
踊
り
手
さ
ん
を
大
募

集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲昨年の納涼盆踊り大会の様子

小
江
戸

サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
時
間　

18
時
～

■
場
所　

駅
前
通
り

問
い
合
わ
せ　

小
見
川
商
工
会

　

☎
(82)
3
3
0
7

車
両
通
行
禁
止
区
域

（
12
時
～
22
時
）

※
車
を
利
用
す
る
人
は
、
小
見

川
区
事
務
所
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
駐
車
場
か
ら
会
場

ま
で
は
、
随
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す

【夏のイベント特集】

利根川

小
野
川

国土
交通省

十間川

至銚子至我孫子

香取市
役所

佐原
消防署

佐原中
学校

砂
場
バ
ス
停

水神社 地蔵尊
至
潮
来

ＧＳ

☆大会本部Ｐ 駐車場

打ち上げ台消防警備艇 消防警備艇

交通規制区域

小見川駅

はんなり市
会　場

歩
行
者
天
国

小見川プラザ
（くろべ館）

ＪＡかとり
小見川支店

国道 356 号

黒
部
川

Ｐ 香取市役所
小見川区事務所

本
日
開
催
8
月
1
日
㈫

至鹿嶋

第
15
回
小
見
川
藩
商
人
街

は
ん
な
り
市

は
ん
な
り
市

8月19日
㈯

駅前通り

水
郷
大
橋

国
道
51
号
線

国道 356 号線

あ
や
め
橋

柳
橋

港
橋



� 広報 2006年（平成 18年）8月 1日

雨
空
を
吹
き
飛
ば
せ

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

梅

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

▲参加者と一緒に懐メロの合唱するあやめバンドの皆さん

原の大祭を全国に発信
ＮＨＫラジオ八坂神社で生放送佐

　佐原の大祭（八坂神社祇園祭）の中心と
なる八坂神社の社務所で 7 月 5 日、ＮＨＫ
ラジオ番組の公開生放送が行われました。
　この日は、あいにくの雨となりましたが
小学生たちが見学に訪れるなど多くの人た
ちが見守る中、生放送が行われました。
　番組では、目前に控えた祭りの見所など
が紹介され、最後は佐原ばやし保存会の皆
さんによる佐原ばやしの演奏が披露されま
した。

▲大勢が集まる中での生放送

　
「
梅
雨
空
で
も
ホ
ー
ル
の
中

は
夏
。
熱
い
音
楽
の
波
を
届
け

よ
う
」
と
7
月
1
日
、
山
田

公
民
館
で
開
か
れ
た
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
約
4
0
0
人
が
来

場
し
、
小
見
川
吹
奏
楽
団
と
山

田
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
小
見
川
吹
奏
楽

団
が
「
海
猿
」︵
映
画
音
楽
︶

や
「
君
と
い
つ
ま
で
も
」
な
ど

の
弾だ
ん
こ
う
さ
く

厚
作
︵
加
山
雄
三
︶
メ
ド

レ
ー
な
ど
4
曲
を
演
奏
。
第
二

部
で
は
、
山
田
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
が「
カ
ル
メ
ン
・
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」︵
オ
ペ
ラ
︶
な
ど

3
曲
を
披
露
し
、
第
三
部
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
テ
ー
マ

曲
「
コ
バ
ル
ト
の
空
」
と
「
ア

ル
ル
の
女
」
第
2
組
曲
を
合
同

で
演
奏
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
七
夕

飾
り
が
飾
ら
れ
、
来
場
者
は
思

い
思
い
の
願
い
事
を
書

い
た
短
冊
を
結
び
つ
け

て
い
ま
し
た
。
部
活
動

で
の
優
勝
や
志
望
校
合

格
、彼
女
募
集
な
ど
⋮
。

願
い
事
が
か
な
う
と
い

い
で
す
ね
。

▲願いを書いた短冊を
結びつける来場者

▲梅雨を吹き飛ばすような小見川吹奏楽団の演奏

切な河川をきれいに
河川愛護月間に河川清掃大

▲一生懸命ゴミを拾う中学生

　今回紹介するのは、木版画友の
会です。
　同会は、木版画を趣味としてい
るグループです。最初は、教室に
生徒として参加していた会員の皆
さん。「もっと続けたい」との想
いから佐原中央公民館に活動の場
を求め平成 9 年に設立しました。
　木版画は絵を描く、板を彫る、
紙に刷る、の 3 つの工程を通して
完成する表現活動です。一枚の版
木から生まれるカラフルな版画。
 「描く、彫る、刷る。この 3 つの
楽しみを全部自分の手で 1 枚の
版木で 1 度に味わえる大変欲張
りな趣味です」と同会代表の久保
木さんは、版画の魅力を語ります。
　現在の会員は 8 人で月 2 回の

活動と年 2 回の香取市佐原文化
協会主催の文化祭と公民館まつり
で作品の展示を行っています。
　取材に行った日は、いつもより
少ない会員 5 人で作品づくりを
していました。皆さんはそれぞれ
真剣に作品を仕上げていました
が、時おりアドバイスをしたりし
て互いに切磋琢磨している様子で
した。
　同会では、木版画に興味のある
人、さらに奥を深めたい人を募集
しています。ご希望の人はいつで
も見学ができるので一度参加して
みてはどうでしょうか。

【問い合わせ】　木版画友の会
代表久保木久夫　☎ (59)3751

　河川愛護運動実施中の 7 月 7
日、佐原河川敷緑地や十間川で
河川清掃が行われ、佐原中 1 年
生約 100 人をはじめ市民の皆さ
ん、国、県、市の関係者など多
くの人が参加しました。
　これは、国民の河川愛護の意
識の醸成を目的とした河川愛護
月間の一環で行われたものです。
　出発を前に「私たちの身近な（河川という）資源を考える機会に
してほしい」とあいさつした宇井市長は、一緒にゴミ拾いに参加。
　梅雨空のこの日は、蒸し暑く参加者は、大粒の汗をぬぐいながら
ゴミを見つけては配布されたゴミ袋に入れていました。
　清掃を終えた中学生は「タバコの吸い殻や花火が多く捨てられて
いた。ゴミを捨てないように気をつけたい」と話していました。

【まちかど通信】

描く、彫る、刷る3つの楽しみ
木版画友の会

■練習日時　第1・3金曜日　13時から16時
■活動場所　佐原中央公民館創作室　

サークル
仲間
サークル
仲間

わ 和 輪
　

7
月
4
日
、
山
田
公
民
館
で

お
菓
子
作
り
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
パ
ン
プ
キ

ン
プ
デ
ィ
ン
グ
と
カ
ス
タ
ー
ド

プ
デ
ィ
ン
グ
作
り
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
、
料
理

の
ベ
テ
ラ
ン
と
あ
っ
て
手
際
の▲講師の手本を真剣に見る参加者

し
む
こ
と
が
お
い
し
さ
の
秘
密

や
ま
ゆ
り
教
室
で
お
菓
子
作
り

楽

良
さ
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
普

段
な
か
な
か
作
ら
な
い
料
理
の

た
め
か「
こ
れ
ど
う
す
る
の
？
」

「
こ
れ
混
ぜ
て
も
い
い
の
？
」

な
ど
と
戸
惑
い
な
が
ら
隣
の
グ

ル
ー
プ
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
石
井
先
生
も
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
出
る
質
問
に
答

え
た
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の
料
理

の
進
み
具
合
を
確
認
し
た
り
と

大
忙
し
。

　

料
理
以
外
の
話
で
も
盛
り
上

が
り
、
プ
デ
ィ
ン
グ
の
味
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
雰
囲
気
も
グ
ッ

ト
な
お
菓
子
作
り
教
室
と
な
り

ま
し
た
。



広報 �2006年（平成 18年）8月 1日

暮
ら
し
の

情
報

2006. August

8
月

健 康
保健師／岡野 あけみ

【暮らしの情報】

募集

水
泳
教
室

健
康
づ
く
り
教
室

小
見
川
高
校
開
放
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

ち
び
っ
こ
料
理
教
室

初
級
手
話
講
習
会

平
成
18
年
度
自
衛
官

区　　分

2 等陸・海・空士

一般曹候補学生
曹　候　補　士
航　空　学　生
看　護　学　生
防衛大学校学生

防衛医科大学校学生
自  衛  隊  生  徒

講座
教室

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

お知らせ
献
血
に
ご
協
力
を

応　募　資　格

18 歳以上 27 歳未満

18 歳以上 24 歳未満
18 歳以上 27 歳未満
高卒 ( 見込 )21 歳未満
高卒 ( 見込 )24 歳未満
高卒 ( 見込 )21 歳未満
高卒 ( 見込 )21 歳未満
中卒 ( 見込 )17 歳未満

試　　験　　日
9 月 24・25 日（男子）
9 月 25 日（女子）
9 月 16 日（午後）
9 月 16 日（午前）
9 月 23 日
10 月 15 日
11 月 11・12 日
11 月 4・5 日
19 年 1 月 13 日

HP

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語

保健師／岡野 あけみ

生活習慣を見直して夏を乗り切ろう

保健師 ／ 栗林とよ子

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
夏
を

健
康
に
過
ご
す
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
。

  

冷
房
へ
の
注
意

　

暑
い
夏
を
快
適
に
過
ご
す

た
め
に
は
、
冷
房
は
必
需
品

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
は
外
気
と
の
温
度
差
は
4

〜
5
℃
を
目
安
に
し
、
冷
房
や
扇
風
機

の
風
が
直
接
当
た
り
続
け
る
と
熱
が
奪

わ
れ
、
体
温
が
低
く
な
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
基
本
的
に
は
大
人
が
過
ご
し
や

す
い
室
温
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

冷
た
い
も
の
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意

　

お
子
さ
ん
は
全
身
か
ら
汗
を
か
き
ま
す

の
で
、
水
分
補
給
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
、
汗
を
か
い
た
後
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は

失
わ
れ
た
電
解
質
の
補
給
に
良
い
の
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
に
は
、
思
っ
て
い
る

以
上
に
糖
分
が
あ
り
ま
す
。
糖
分
を
と
り

す
ぎ
る
と
、
食
事
が
進
ま
な
く
な
り
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
傾
き
体
調
を
崩
す
原
因
に

な
り
、
体
重
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
普
段
は
水
や
麦
茶
な
ど
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

急
激
に
冷
た
い
も
の
を
多
く
と
る
と
体

温
が
下
が
り
、
下
痢
や
頭
が
痛
く
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

夜
更
か
し
を
や
め
て
早
寝
早
起
き
を

　

夏
は
日
中
が
長
い
の
で
、
大
人
の
時
間

に
合
わ
せ
て
子
ど
も
も
夜
更
か
し
が
多
く

な
り
が
ち
で
す
。
夜
更
か
し
は
、
体
内
時

計
を
狂
わ
せ
、
慢
性
的
な
時
差
ぼ
け
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
知
的
面
に

も
感
情
面
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

朝
は
日
光
を
浴
び
し
っ
か
り
朝

食
を
と
り
、
昼
間
は
体
を
動
か
し

適
度
に
昼
寝
を
さ
せ
、
夜
は
早
め

に
明
か
り
を
消
し
て
寝
か
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

大
人
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
健
康
づ
く
り
を
す
る

た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

運
動
や
食
生
活
の
改
善
に
一
緒

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

40
歳
以
上
（
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人
）

■
期
間　

平
成
18
年
9
月
〜
平

成
19
年
2
月
ま
で
の
6
カ
月
間

　

月
2
回
（
第
1
・
第
3
金
曜

日
）
13
時
30
分
〜

■
場
所　

佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

　

8
月
7
日
㈪
か
ら
11
日
㈮
ま

で
に　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
3
5

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生

■
日
時　

8
月
23
日
㈬
・
25
日

㈮
・
30
日
㈬
・
9
月
1
日
㈮　

18
時
30
時
〜
19
時
45
分
（
受
付

は
18
時
15
分
〜
）

■
場
所　

L
＆
M
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ

■
定
員　

50
人
程
度（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

水
着
・
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ

■
内
容　

水
泳
の
基
本

■
参
加
費　

4
回
で
1
5
0
0

円
（
保
険
料
含
む
）

　

8
月
15
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で　

生
涯
学
習
推

進
課
へ　

☎
（50）
1
2
2
1

　

参
加
希
望
者
の
①
氏
名
②

電
話
番
号
③
学
年
を
記
入
し
、

sp
orts.sa@

city.katori.
lg.jp

ま
で

　

小
さ
な
コ
ッ
ク
さ
ん
に
な
っ

て
、
あ
な
た
も
お
い
し
い
料
理

や
お
や
つ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象 

小
学
3
年
〜
6
年
生

カ
ラ
フ
ル
白
玉

◇
日
時　

8
月
26
日
㈯　

10
時

〜
13
時

ご
は
ん
の
ピ
ッ
ツ
ァ

◇
日
時　

9
月
23
日
㈷　

10
時

〜
13
時

■
場
所 

山
田
児
童
館

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
上
履
き

■
参
加
費　

6
0
0
円
（
2
回

分
）

■
定
員　

24
人

　

8
月
13
日
㈰
ま
で
に
山
田
児

童
館
へ　

☎
（78）
2
1
4
2

　　

小
見
川
高
校
と
市
が
協
力
し

て
、今
年
も
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者

〜
中
級
者

■
日
時　

9
月
13
日
㈬
〜
11
月

22
日
㈬　

毎
週
水
曜
日　

18
時

〜
20
時
（
第
4
回
は
10
月
11
日

㈬
に
開
催
）

■
場
所　

県
立
小
見
川
高
校

■
定
員　

30
人
（
抽
選
の
上
、

結
果
を
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
内
容　
「
初
心
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
―
中
級
編
―
」

（
10
回
コ
ー
ス
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基

礎
お
よ
び
各
中
級
編

■
受
講
料　

2
0
0
0
円

　

8
月
17
日
㈭
ま
で
に　

生
涯

学
習
課
へ　

☎
（80）
1
1
0
0

■
日
時　

9
月
7
日
㈭
か
ら
毎

週
木
曜
日
（
全
10
回
）　

19
時

〜
21
時

■
場
所　

小
見
川
福
祉
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
館（
教
養
娯
楽
室
）

■
定
員　

30
人
（
参
加
無
料
）

　

8
月
15
日
㈫
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
小
見
川
支
所
へ

☎
（83）
7
0
7
1　

（80）
1
3
8
4

■
日
時　

10
月
6
日
㈮

給
取　

9
時
20
分
〜
12
時
50
分

一
般　

13
時
10
分
〜
16
時
40
分

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
受
付
期
間　

8
月
28
日
㈪
〜

9
月
1
日
㈮

■
受
付
場
所　

香
取
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防

課■
講
習
手
数
料　

4
7
0
0
円

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課　

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

　

一
緒
に
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

9
月
1
日
㈮
・
22
日

㈮　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
会
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

　

地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4

☎
0
9
0
（
3
5
0
9
）
7
2
7
3

　

防
衛
庁
で
は
次
の
と
お
り
、

平
成
18
年
度
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

旭
募
集
事
務
所

　
　

☎
0
4
7
9

（62）
0
9
7
1

　

http://w
w
w
.chiba.plo.

jda.go.jp
　　　

現
在
、
交
通
事
故
の
多
発
や

外
科
手
術
な
ど
に
よ
り
、
多
量
・

長
期
に
わ
た
る
輸
血
を
必
要
と

す
る
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

献
血
は
血
液
検
査
の
結
果
が

通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
健
康
管

理
の
お
手
伝
い
に
も
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
成
分
献
血
も
実
施
し

ま
す
。
希
望
者
は
前
日
ま
で
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
17
日
㈭

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
受
付
時
間　

10
時
〜
11
時
45

分
・
13
時
〜
16
時　

　
　

福
祉
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
0
8

　

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

皆
さ
ん
が
お
互
い
に
会
費
を
出

し
合
い
加
入
者
と
な
り
、
不
幸

に
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た

人
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。
皆

さ
ん
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
加
入
し
て
い
る

人
も
8
月
31
日
㈭
で
共
済
期
間

が
終
了
し
ま
す
の
で
、
新
規
に

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人

①
市
内
在
住
者
（
学
校
・
幼
稚

園
・
保
育
所
な
ど
で
集
団
加
入

し
て
い
る
人
を
除
く
）

②
①
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP



� 広報 2006年（平成 18年）8月 1日

Event Schedule

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

【暮らしの情報】

催し

母
子
・
父
子
で
一
緒
に

お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ン

子
ど
も
の
悩
み
ご
と

相
談
室

さ
わ
ら
・
町
並
み
・

夕
涼
み

地
図
の
ま
ち
・
佐
原

2006　
・
学
校
へ
行
こ
う
開
催

建
築
無
料
相
談

香
取
市
東
庄
町
清
掃

組
合
事
務
所
の
移
転

夏

さ
っ
ぱ
り
＆
ヘ
ル
シ
ー
な

「
ニ
ン
ジ
ン
ゼ
リ
ー
」

　

甘
味
は
砂
糖
の
量
で
加
減

し
て
く
だ
さ
い
。

　

好
み
で
果
物
や
生
ク
リ
ー

ム
を
の
せ
て
も
良
い
で
す
。

①
ニ
ン
ジ
ン
は
薄
切
り
に

し
、
や
わ
ら
か
く
煮
る
。
煮

え
た
ら
分
量
の
水
（
1
5
0

㏄
）
を
加
え
ミ
キ
サ
ー
に
か

け
る
。

②
粉
寒
天
に
水
（
3
0
0

㏄
）
を
加
え
て
煮
と
か
し
、

レ
モ
ン
汁
と
共
に
①
を
加

え
る
。

③
型
に
流
し
入
れ
冷
蔵
庫

で
冷
や
し
固
め
る
。
固
ま
っ

た
ら
器
に
盛
り
付
け
る
。

佐
原
区
食
生
活
改
善
推
進
員

作
り
方

○原爆ポスター展　

　8月8日（火）〜13日（日）

○水墨画展

　8月22日（火）〜26日（土）

○千葉県高体連剣道専門部第7回ブロック大会

　8月9日（水）・10日（木）

○青少年のつどい佐原地区大会

　8月19日（土）

○剣道審査会　

　8月20日（日）

○ピアノ発表会　

　8月20日（日）12時30分〜

○小江戸サミット佐原大会

　8月26日（土）10時30分〜

○産業観光フォーラム

　8月29日（火）14時〜

○開館時間の延長

　7月21日（金）から8月30日（水）までは、9

時に開館します。

○えほんのじかん

　8月6日・13日・20日・27日（毎週日曜日）

　14時〜

○おはなしのじかん

　8月5日（土）14時〜小学生以上対象

　おこりじぞう　アブラゼミ　

　どんぐり山のたぬき　とっきっき

○小見川吹奏楽団第27回定期演奏会

　8月26日（土）開演19時〜　入場無料

佐原中央公民館 ☎（55）1151

に
は
外
気
と
の
温
度
差
は
4

〜
5
℃
を
目
安
に
し
、
冷
房
や
扇
風
機

の
風
が
直
接
当
た
り
続
け
る
と
熱
が
奪

わ
れ
、
体
温
が
低
く
な
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
基
本
的
に
は
大
人
が
過
ご
し
や

す
い
室
温
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

冷
た
い
も
の
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意

　

お
子
さ
ん
は
全
身
か
ら
汗
を
か
き
ま
す

の
で
、
水
分
補
給
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
、
汗
を
か
い
た
後
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は

失
わ
れ
た
電
解
質
の
補
給
に
良
い
の
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
に
は
、
思
っ
て
い
る

以
上
に
糖
分
が
あ
り
ま
す
。
糖
分
を
と
り

す
ぎ
る
と
、
食
事
が
進
ま
な
く
な
り
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
傾
き
体
調
を
崩
す
原
因
に

な
り
、
体
重
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
普
段
は
水
や
麦
茶
な
ど
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

急
激
に
冷
た
い
も
の
を
多
く
と
る
と
体

温
が
下
が
り
、
下
痢
や
頭
が
痛
く
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

夜
更
か
し
を
や
め
て
早
寝
早
起
き
を

　

夏
は
日
中
が
長
い
の
で
、
大
人
の
時
間

に
合
わ
せ
て
子
ど
も
も
夜
更
か
し
が
多
く

な
り
が
ち
で
す
。
夜
更
か
し
は
、
体
内
時

計
を
狂
わ
せ
、
慢
性
的
な
時
差
ぼ
け
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
知
的
面
に

も
感
情
面
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

朝
は
日
光
を
浴
び
し
っ
か
り
朝

食
を
と
り
、
昼
間
は
体
を
動
か
し

適
度
に
昼
寝
を
さ
せ
、
夜
は
早
め

に
明
か
り
を
消
し
て
寝
か
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

大
人
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●ニンジン…………1 本（180g）
●水………………………150cc
●粉寒天…………1 袋………4 ｇ
●水………………………300cc
●砂糖…………………………30 ｇ
●レモン汁…………大さじ 1 杯

材料（5個分）

栗源の夏まつり

■日時　8 月 19 日（土）
　　　  19 時～一番太鼓
■場所　栗源運動広場

金色の火柱響くごう音
三河伝統手筒花火

香取市誕生記念

　勇壮な手筒花火をその目に、胸に思い出として残しませんか。
　手筒花火の協賛を募集します。
　栗源の夏まつり実行委員会事務局　　教育課☎（75）2117

手筒花火の協賛募集

人
で
修
学
な
ど
に
よ
り
市
外
に

住
ん
で
い
る
人

■
共
済
期
間　

平
成
18
年
9
月

1
日
か
ら
平
成
19
年
8
月
31
日

ま
で
（
9
月
1
日
以
降
に
加
入

す
る
場
合
は
、
加
入
日
の
翌
日

か
ら
）

■
年
会
費　

1
人　

7
0
0
円

■
共
済
見
舞
金　

死
亡
見
舞
金　

1
5
0
万
円　

傷
害
見
舞
金　

程
度
に
応
じ
て

2
万
円
〜
50
万
円

※
原
則
と
し
て
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
で
発
行
さ
れ
る

交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故

扱
い
）
が
な
い
と
、
見
舞
金
が

支
払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

■
加
入
手
続
き　

　

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
年
会
費
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

※
加
入
申
込
書
は
、
行
政
協
力

員
を
通
じ
て
発
送
済
み
で
す

　
　
　

環
境
安
全
課　

　
　
　
　
　
　

☎
(50)
1
2
1
3

　

市
民
環
境
課
☎
(82)
1
1
2
3

　

市
民
環
境
課
☎
(78)
2
1
1
3

　

市
民
環
境
課
☎
(75)
2
1
1
3

　　

母
子
福
祉
協
力
員
を
中
心
に

各
支
部
で
、
母
子
・
父
子
家
庭

な
ど
の
親
子
が
参
加
で
き
る
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

佐
原
支
部
で
は
次
の
と
お
り

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
親

子
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

30
人 

■
日
程　

8
月
22
日
㈫　

■
場
所　

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

（
参
加
無
料
）

　
　

児
童
生
活
課
家
庭
児
童
相

談
室　

☎
（50）
1
1
2
1

　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・

友
達
関
係
…
。
1
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
日
時　

8
月
8
日
㈫
・
10
日

㈭　

10
時
〜
15
時
ま
で
受
付

■
場
所　

小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員

※
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

　

香
取
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

千
葉
地
方
法
務
局
香
取
支
局

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
3
3
9
1

　

子
育
て
中
の
女
性
や
シ
ニ
ア

世
代
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
県
で
は
千
葉
市
幕
張
地
区

に
「
ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
あ
な
た
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
全
プ
ロ
セ
ス
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
（
予
約
制
）

■
場
所　

千
葉
市
美
浜
区
幕
張

西
4
の
1
の
10

■
内
容　

個
別
相
談
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
各
種
講
座
・
セ
ミ

ナ
ー
・
職
業
訓
練
な
ど
の
実
施
、

就
職
に
関
す
る
不
安
を
解
消
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供

　

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ

☎
0
4
3
（
2
7
3
）
4
5
1
0

　

香
取
市
東
庄
町
清
掃
組
合
事

務
所
が
移
転
し
ま
し
た
。

■
移
転
日　

8
月
1
日
㈫

■
移
転
先　

香
取
市
仁
良

3
0
0
番
地
1
（
山
田
区
事
務

所
内
2
階
）

☎
（78）
1
3
1
1　

（78）
1
3
1
2

■
日
時　

8
月
19
日
㈯ 

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も
。

　

千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

林　

☎
（55）
1
2
0
2

　

風
が
涼
を
運
ぶ
夏
の
宵
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
小
野
川
沿

い
を
浴
衣
で
歩
き
ま
せ
ん
か
。

　

街
の
そ
こ
か
し
こ
で
灯
り
が

揺
れ
、
路
地
か
ら
は
江
戸
情
緒

あ
ふ
れ
る
音
が
…
。

　

最
終
日
に
は
「
佐
原
ば
や
し

手
踊
り
自
慢
」も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

8
月
13
日
㈰
〜
19
日

㈯　

18
時
〜
20
時

■
場
所　

小
野
川
の
樋
橋
周

辺
、
香
取
街
道
沿
い
を
中
心
に

点
在
す
る
佐
原
お
か
み
さ
ん
会

個
店

■
内
容　

営
業
時
間
を
20
時
ま

で
延
長
。
浴
衣
を
着
て
買
物
を

し
た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
意

佐
原
ば
や
し
手
踊
り
自
慢

■
日
時　

8
月
19
日
㈯　

18
時

〜
20
時
30
分

■
場
所　

小
野
川
の
樋
橋
周
辺

（
雨
天
時
は
東
薫
酒
造
の
蔵
）

■
内
容　

公
募
団
体
に
よ
る
佐

原
ば
や
し
手
踊
り
自
慢
、
邦
楽

の
演
奏
・
舞
踊
、
出
店
な
ど

※
駐
車
場
は
伊
能
忠
敬
記
念
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

佐
原
お
か
み
さ
ん
会　

香
取

 

☎
（52）
2
3
6
7

　　

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
「
地

図
の
ま
ち
・
佐
原
」
を
今
年
も

引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
を
「　

・
学
校
へ
行

こ
う
」
と
し
て
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
成
長
で

き
る
町
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。　

　

詳
細
は
広
報
か
と
り
8
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

8
月
20
日
㈰　

12
時

〜
16
時
30
分

■
場
所　

旧
佐
原
第
二
中
学
校

　
　

自
治
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
0
1

佐原文化会館 ☎（55）1161

佐原中央図書館 ☎（55）1343

香取市民体育館 ☎（55）1290

小見川文化会館 ☎（83）6131 夏
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あ
る
有
名
な
オ
ー
ボ
エ
奏
者

が
母
校
津
宮
小
学
校
に
来
る
と

い
う
の
で
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
奏
者
の
名
前
は
渡
辺
克
也

さ
ん
。
渡
辺
さ
ん
は
、
小
学
校

で
私
の
1
学
年
上
の
先
輩
で
し

た
。
渡
辺
さ
ん
に
会
い
、
話
を

し
て
い
る
う
ち
に
当
時
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

古
い
木
造
の
校
舎
、
校
庭
、
渡

り
廊
下
、
友
人
…
。

　

渡
辺
さ
ん
と
の
思
い
出
は
鼓

笛
隊
。
肺
活
量
が
あ
り
そ
う
だ

と
い
う
理
由
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
任
さ
れ
た
私
に
演
奏
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
既
に
プ
ロ
並

み
の
演
奏
を
し
て
い
た
渡
辺
さ

ん
は
、
自
分
で
編
曲
ま
で
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
主
旋
律
の
演

奏
が
や
っ
と
の
私
に
は
「
勘
弁

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
せ
る

ほ
ど
難
し
い
も
の
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
30
年
ち
か
く
。
今

だ
に
あ
の
曲
を
思
い
出
し
ま
す

「
タ
ー
タ
タ
タ
…
」。　
　
（
Ｋ
）

学
校
自
慢

☎（55）1070
　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）

津
宮
小
学
校
出
身
。
小
学
生

時
代
を
過
ご
し
た
香
取
市
で

の
思
い
を
世
界
一
の
呼
び
声

高
い
オ
ー
ボ
エ
の
音
色
に
の

せ
、
古
き
良
き
日
本
の
ふ
る

さ
と
を
世
界
へ
と
伝
え
る
。

オ
ー
ボ
エ
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　

オ
ー
ボ
エ
を
始
め
た
の
は
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
で
で
す
。
4

歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
小
学

校
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
中
学
校

か
ら
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
や
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
ー
ボ
エ

を
や
っ
て
い
た
人
が
卒
業
し
た

の
で
誰
か
オ
ー
ボ
エ
を
や
ら
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
僕
が

手
を
上
げ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
ね
。
最
初
は
大
変
だ
け
れ
ど

素
敵
な
楽
器
で
す
。

小
学
校
の
思
い
出
は
？

　

木
造
の
校
舎
の
時
に
通
っ
て

い
た
ん
で
す
が
よ
く
雑
巾
が
け

を
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

特
に
玄
関
の
古
く
て
白
く
な
っ

て
い
る
床
が
あ
っ
て
先
生
か
ら

「
ぎ
ゅ
っ
と
よ
く
絞
っ
て
磨
け

ば
き
れ
い
に
な
る
ん
だ
」
っ
て

よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
よ
（
笑
）。

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
は
？

　

夜
に
な
る
と
真
っ
暗
に
な
る

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
住
み
、
山

▶母校津宮小学校で演奏をする渡辺さん
◀世界的なオーボエ奏者でありながら気
さくに質問に答える渡辺さん

で
は
木
の
実
を
取
り
、
川
で
は

フ
ナ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
都
会

で
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
昼

と
夜
、
四
季
。
こ
ん
な
古
き
良

き
日
本
の
ふ
る
さ
と
に
ど
っ
ぷ

り
と
つ
か
っ
て
育
ち
ま
し
た
。

私
に
す
り
こ
ま
れ
た
こ
の
体
験

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
今
回
、
こ
う
し
た
郷
愁
を

歌
い
上
げ
た
Ｃ
Ｄ
「
リ
リ
シ
ズ

ム
」
を
作
り
ま
し
た
。
聞
い
て

い
た
だ
け
ば
こ
の
想
い
を
感
じ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

　

海
外
に
出
て
行
く
こ
と
も
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
好
き
な

も
の
が
あ
っ
た
ら
外
国
に
行
っ

て
見
聞
を
深
め
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
好
き
な
こ
と
だ
っ
た
ら
ど

ん
ど
ん
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

【市民のひろば】

パ
パ 

康
之
さ
ん
／
マ
マ 

栄
子
さ
ん

●
髙た

か
は
し橋　

康こ
う
す
け祐

く
ん（
佐
原
イ
）

パ
パ 

大
介
さ
ん
／
マ
マ 

美
智
子
さ
ん

パ
パ 

豊
さ
ん
／
マ
マ 

未
佳
さ
ん

●
栁や

な
ぎ
だ田　

礼れ
い
と人

く
ん（
大
戸
）

パ
パ 

充
さ
ん
／
マ
マ 

尚
美
さ
ん

●
嶋し

ま
だ田　

遥は
る
と斗

く
ん（
玉
造
）

いつも遊んでくれるお姉
ちゃんとお兄ちゃんが大
好きだよ

お祭り大好き。はやく踊
りを覚えたいな。

アンパンマンが大好き。
顔マネだってできるよ !!

最近プールデビュー
したよ♥

●
石い

し
い井　

光こ
う
し
ろ
う

四
郎
く
ん（
牧
野
）

1歳
11カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

豊
か
な
自
然
や
人
と
の

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
一
山
小

香
取
人

か
とり
す

File.4

と

挑
戦
す
る
心
を
大
切
に

●
渡

わ
た
な
べ辺　

克か
つ
や也

さ
ん

ベ
ル
リ
ン
ド
イ
ツ
オ
ペ
ラ

主
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者

第
一
山
倉
小
学
校

　

私
の
通
う
第
一
山
倉
小

学
校
に
は
、
大
イ
チ
ョ
ウ

と
呼
ば
れ
る
大
き
な
イ

チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
り
ま
すﾟ 

　

昔
か
ら
あ
る
一
山
小
の

シ
ン
ボ
ル
で
、
枝
を
大
き
く
広
げ
、
秋
に
は
た
く
さ
ん

の
銀ぎ

ん
な
ん杏

が
実
り
ま
す
。
い
つ
も
、
私
た
ち
が
学
習
や
部

活
動
に
頑
張
る
様
子
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。

　

学
校
の
周
り
に
も
、
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
5
月
に
は
、
地
域
の
田
ん
ぼ
に
蛍
の
幼
虫
を
放
流

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」
と
い
う
、
ま

だ
ほ
ん
の
5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
か
わ
い
い
幼
虫

で
、
だ
ん
ご
虫
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
袋
に

入
っ
た
50
匹
ほ
ど
の
幼
虫
を
、「
無
事
に
大
き
く
育
っ

て
ね
」
と
思
い
な
が
ら
、
田
ん
ぼ
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

7
月
の
海
の
日
に
は
「
蛍
の
鑑
賞
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
5
年
生
の
時
に
は
、
祖
父
母
の
方
た
ち
と
一

緒
に
、
門
松
作
り
を
し
ま
し
た
。
空
き
缶
の
周
り
に
、

わ
ら
を
巻
き
つ
け
て
ひ
も
で
結
び
、
竹
や
松
を
飾
り
ま

し
た
。
祖
父
母
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
の
で
、
立

派
な
門
松
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
を
生
か
し
た
体
験
や
地
域
の
人

と
の
交
流
が
で
き
る
の
が
、
一
山
小
の
よ
い
と
こ
ろ
で

す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
体
験
が
続
け
ら

れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

6年
石
い し げ

毛　菜
な つ き

月さん

▶「大きく育ってね」と願いをこめて蛍の
幼虫を放流しました

〒　「広報かとり」のコーナー「みて見てうちの子」に掲載するお
子さんを募集します。お子さんのちょっとした一コマや成長の記
念に載せませんか。
■対象　市内在住で平成 16 年 12 月から平成 17 年 5 月生まれの
お子さん（10 月から翌年 3月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　8 月 4 日㈮（消印有効）までに往復はがきに保
護者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日を記入し、〒 287-8501 秘書広報課広報広聴班まで（応
募多数の場合は抽選）。
※掲載の日程は後日、返信させていただきます。
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web 版
広報かとり」に掲載されます。　秘書広報課☎（50）1204

みて見てうちの子
　　掲載写真募集締め切

り迫る
！


